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語文114（2020・8　大阪大学国語国文学会）

馬
琴
読
本
の
筆
耕
に
よ
る
行
末
の
区
切
り
と
用
字
の
関
係
に
つ
い
て

市　
　

地　
　
　
　
　

英

一
・
は
じ
め
に

平
仮
名
文
・
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
の
写
本
や
板
本
に
は
、
語
末
・
一
音

節
語
と
行
末
が
か
な
り
重
な
る
も
の
が
あ
る（
（
（

。
そ
う
し
た
文
献
の
表
記
に
は
、

語
と
語
の
切
れ
目
を
行
末
に
合
わ
せ
る
た
め
漢
字
・
仮
名
字
体（
（
（

を
選
び
用
い

た
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
現
代
人
の
目
か
ら
写
本

や
板
本
の
表
記
を
観
察
し
た
結
果
、
書
き
手
の
意
識
的
な
文
字
使
用
を
恣
意

的
に
見
出
し
て
い
る
、
と
い
う
批
判
を
免
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
稿
者
が
曲
亭
馬
琴
の
読
本
の
作
家
自
筆
稿
本
と
、
筆
耕
が
清
書

を
担
当
し
た
板
本
の
表
記
を
比
較
対
照
し
た
と
こ
ろ
、
行
末
及
び
行
末
近
く

に
お
い
て
、
語
を
収
め
る
た
め
の
用
字（
（
（

を
行
う
筆
耕
が
い
た
こ
と
を
確
認
で

き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
馬
琴
読
本
の
自
筆
稿
本
と
板
本
の
語
と
語
の
切

れ
目
と
行
末
の
一
致
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
板
本
の
行
末
に
お
い
て

自
筆
稿
本
か
ら
表
記
が
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
用
例
に
、
行
末
の
区
切
り
を

意
識
し
た
文
字
使
用
を
指
摘
す
る
。

二
・
先
行
研
究

行
末
ま
で
に
語
を
収
め
る
漢
字
と
平
仮
名
の
用
法
は
、
平
仮
名
文
・
漢
字

平
仮
名
混
じ
り
文
の
古
い
写
本
か
ら
近
世
後
期
の
板
本
に
ま
で
指
摘
さ
れ
る
。

ま
ず
漢
字
表
記
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
は
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
傾
向

の
あ
る
和
語
を
漢
字
表
記
に
す
る
こ
と
で
文
字
数
を
減
じ
、
語
の
分
断
を
避

け
た
と
考
え
ら
れ
る
用
法
で
あ
る
。
佐
々
木
（
二
〇
一
八
）
は
『
徒
然
草
』

正
徹
書
写
本
（
永
享
三
〈
一
四
三
一
〉
年
）
を
、
単
語
末
と
行
末
が
一
致
す

る
割
合
の
高
い
、
行
移
り
に
語
と
語
の
切
れ
目
が
意
識
さ
れ
た
文
献
だ
と
明

ら
か
に
し
た
上
で
、
行
末
に
一
文
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
し
か
な
い
箇
所
に
和
語

「
も
の
か
た
り
」
を
「
物

…

語
」（
以
下
、
用
例
を
示
す
際
に
、
原
本
に
匡
郭

が
な
い
体
裁
の
行
末
・
行
頭
は
「

…

」
で
表
し
、
匡
郭
の
あ
る
体
裁
で
は

「
｜
」
で
表
す
）
と
漢
字
表
記
し
た
例
を
指
摘
す
る
。「
も

…

の
か
た
り
」
と

分
断
書
写
さ
れ
る
ス
ペ
ー
ス
し
か
な
い
た
め
、
意
味
単
位
で
行
移
り
で
き
る

漢
字
表
記
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
（
（

。
す
な
わ
ち
、
平
仮
名
は
表
音
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文
字
ゆ
え
、
行
移
り
で
分
断
さ
れ
る
と
一
文
字

の
語
か
二
文
字
以
上
の
語
か
分
か
ら
ず
、
離
れ

た
位
置
の
文
字
を
読
み
取
っ
て
意
味
の
区
切
り

を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
表
語
文
字
の

漢
字
は
、
二
字
以
上
の
漢
語
中
で
行
移
り
し
て

も
、
意
味
の
ま
と
ま
り
を
把
握
し
や
す
い
た
め

で
あ
る
。

文
字
数
の
増
減
と
は
異
な
り
、
仮
名
字
体
の

形
状
の
違
い
を
利
用
し
て
行
末
ま
で
に
語
を
収

め
た
と
み
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
仮
名
字
体
の

形
状
は
、
例
え
ば
画
数
の
多
い
【
𛁐
】【
𛂣
】【
𛃽
】
等
や
、
最
終
画
を
下
に

向
け
て
伸
ば
す
【
𛁅
】【
𛂍
】（
図
1
【
𛂍
】）
等
は
縦
幅
を
要
す
る
。
画
数
の

少
な
い
【
𛀚
】（
（
（

【
𛂌
】（
図
1
【
𛂌
】）
は
小
さ
く
書
か
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
の

字
体
ご
と
に
相
応
の
字
高
（
（
（

が
あ
り
、
語
表
記
の
縦
幅
の
調
整
が
可
能
な
も
の

が
あ
る
。
こ
う
し
た
形
状
の
違
い
を
活
か
し
て
、
行
末
の
余
白
に
応
じ
て
仮

名
字
体
を
選
択
し
、
行
末
ま
で
に
語
を
収
め
た
と
み
ら
れ
る
。

先
行
研
究
で
は
行
末
ま
で
に
一
語
を
通
常
の
仮
名
字
体
で
書
き
入
れ
る
と

余
白
が
や
や
広
く
、
次
に
続
く
語
を
書
き
入
れ
る
に
は
余
白
が
狭
い
場
合
に
、

字
高
の
高
い
仮
名
字
体
を
使
用
し
て
余
白
を
埋
め
た
と
考
え
ら
れ
る
例
が
あ

る
。
そ
れ
に
は
虎
明
本
狂
言
の
【
𛂙
】【
𛃸
】【
𛂣
】（
通
常
【
の
】【
る
】

【
𛂞
】）、
噺
本
『
鹿
の
子
餅
』
の
《
亭
》《
怒
》
を
字
母
と
す
る
仮
名
字
体
（
通

常
《
天
》【
ぬ
】）、
馬
琴
読
本
『
月
氷
竒
縁
』
の
【
𛁐
】【
𛁻
】【
𛂍
】【
𛂢
】

（
通
常
【
𛁏
】【
と
】【
𛂌
】【
𛂋
】【
𛂞
】）、『
椿
説
弓
張
月
』
の
【
𛁻
】【
𛂍
】

【
𛃽
】（
通
常
【
と
】【
𛂌
】【
𛂋
】【
る
】）
が
挙
げ
ら
れ
る（
（
（

。

ま
た
、
行
末
の
余
白
が
狭
い
場
合
に
、
単
純
な
仮
名
字
体
・
字
高
の
低
い

仮
名
字
体
を
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
例
も
あ
る（
（
（

。

語
の
区
切
り
を
行
末
に
合
わ
せ
た
表
記
と
い
う
点
は
い
ず
れ
の
先
行
研
究

に
も
当
て
は
ま
る
が
、
虎
明
本
狂
言
・
噺
本
で
は
右
の
よ
う
な
仮
名
字
体
の

使
用
傾
向
を
、
匡
郭
が
な
く
行
末
の
下
辺
が
整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
末

の
下
辺
を
揃
え
る
レ
イ
ア
ウ
ト
の
た
め
の
表
記
と
し
て
見
做
す
。
一
方
で
、

文
章
が
も
と
も
と
匡
郭
で
囲
ま
れ
た
馬
琴
読
本
に
関
し
て
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト

と
し
て
の
文
字
使
用
を
考
慮
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
行
末
の
匡
郭
ま
で
に

語
を
収
め
た
文
字
使
用
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
以
上
の
先
行
研
究
に
指
摘
さ
れ
る
表
記
は
、
書
き
手
に
よ
っ
て

意
図
し
た
も
の
か
、
単
な
る
偶
然
に
よ
る
も
の
か
、
判
断
で
き
な
い
。

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
先
述
し
た
馬
琴
読
本
の
筆
耕
の
表
記
で
あ
る
。

近
世
後
期
の
出
版
物
は
刊
記
に
筆
耕
や
彫
り
師
の
名
が
明
記
さ
れ
る
よ
う
に

な
り（
（
（

、
馬
琴
読
本
に
は
、
清
書
を
担
当
し
た
筆
耕
が
分
明
な
板
本
が
存
す
る
。

こ
れ
に
加
え
、
馬
琴
の
自
筆
稿
本
が
豊
富
に
残
る
。
以
上
か
ら
、
自
筆
稿
本

と
板
本
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
特
定
の
筆
耕
の
用
字
を
観
察
で
き
る
。

近
世
後
期
の
戯
作
の
稿
本
と
板
本
の
表
記
を
比
較
し
た
先
行
研
究
に
は
、
仮

名
字
体
の
用
法
（
（1
（

や
、
仮
名
遣
い
（
（1
（

を
対
象
と
し
た
も
の
が
あ
り
、
筆
耕
が
必
ず
し

も
作
家
の
表
記
を
反
映
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
内
田

（
二
〇
〇
〇
）
で
は
馬
琴
合
巻
『
金
毘
羅
船
利
生
纜
』（
六
編
、
文
政
一
二
〈
一

八
二
〇
〉
年
）
の
稿
本
と
板
本
の
比
較
に
よ
っ
て
、
筆
耕
の
仙
橘
・
谷
金
川
の

仮
名
字
体
の
使
用
傾
向
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
し
か
し
、
行
末
の
仮
名
字

図1　質屋庫より
（画像は国文学研究資料館蔵　ナ4-135-1による）
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体
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
合
巻
は
絵
の
周
り
に
文
章
を
配
置
し
行
末
の

位
置
が
区
々
に
な
る
た
め
、
語
を
行
末
ま
で
に
収
め
る
方
法
が
、
行
の
揃
っ
た

形
式
と
、
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
行
末
の
下
辺
が
整
っ
た
体
裁
の
読
本
に
お

い
て
、
改
め
て
筆
耕
の
表
記
を
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

ま
た
、
馬
琴
自
筆
資
料
の
仮
名
字
体
の
用
法
を
調
査
し
た
大
島
（
二
〇
〇

〇
）
で
は
、『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
第
八
輯
巻
之
一
（
天
保
三
〈
一
八
三
三
〉

年
）
の
馬
琴
自
筆
稿
本
の
仮
名
字
体
に
つ
い
て
、
筆
耕
谷
金
川
が
担
当
し
た

板
本
の
表
記
と
引
き
比
べ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
行
頭
に
関
し
て
は
仮
名
字
体

の
使
い
分
け
を
指
摘
す
る
が
（
（1
（

、
行
末
の
用
字
に
馬
琴
や
谷
金
川
に
は
取
り
立

て
て
特
徴
が
な
か
っ
た
の
か
、
行
末
に
お
け
る
仮
名
字
体
・
漢
字
の
用
法
に

つ
い
て
は
報
告
が
な
い
。
た
だ
し
、
市
地
（
二
〇
一
五
・
二
〇
一
六
）
の
馬

琴
読
本
の
板
本
に
お
け
る
仮
名
字
体
の
調
査
で
は
、『
月
氷
竒
縁
』『
椿
説
弓

張
月
』
に
字
高
の
高
い
仮
名
字
体
を
行
末
に
使
用
し
て
余
白
を
埋
め
た
と
み

ら
れ
る
例
を
指
摘
す
る
。
一
方
で
、『
南
総
里
見
八

犬
伝
』
肇
輯
巻
之
一
に
は
そ
う
し
た
仮
名
字
体
の

使
用
傾
向
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ほ
か
の
文
献

で
も
、
行
末
に
お
け
る
用
字
が
指
摘
さ
れ
る
も
の

と
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
資
料

差
は
、
写
本
の
書
写
者
や
、
板
本
の
清
書
を
担
当

し
た
筆
耕
な
ど
、
書
き
手
の
行
末
に
お
け
る
用
字

の
方
法
に
個
人
差
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

行
末
に
お
け
る
用
字
を
め
ぐ
っ
て
は
、
谷
金
川
以

外
の
筆
耕
の
表
記
も
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

と
は
い
え
、
馬
琴
読
本
は
楷
書
体
漢
字
平
仮
名
混
じ
り
文
で
、
句
点
も
つ

け
ら
れ
る
。
も
と
も
と
語
と
語
の
切
れ
目
を
把
握
し
や
す
い
表
記
体
と
い
え
、

用
字
意
識
が
薄
い
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
中
世
の
写
本
に
み
え
る
行
末

と
区
切
り
へ
の
配
慮
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
側
面
と
、
漢
字
の
多
さ
ゆ
え
に

中
世
の
写
本
の
文
字
使
用
と
異
な
る
用
法
が
観
察
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
行
末
に
お
け
る
区
切
り
に
配
慮
し
た
用
字
に
注
目
し
、
稿

本
と
板
本
の
表
記
を
比
較
す
る
。

三
・
調
査
資
料
と
調
査
範
囲

調
査
資
料
は
、
馬
琴
読
本
の
中
で
も
作
家
自
筆
稿
本（
（1
（

が
残
存
し
、
か
つ
板

本
の
清
書
を
担
当
し
た
筆
耕
が
異
な
る
も
の
を
選
ん
だ
。
嶋
岡
節
亭
筆
耕（
（1
（

の

『
昔
語
質
屋
庫
』、『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
う
ち
千
形
仲
道
筆
耕
の
第
四
輯
巻

之
三
（
八
犬
伝
①
）、
谷
金
川
筆
耕
の
第
八
輯
巻
之
二
（
八
犬
伝
②
）、
白
馬

表1　調査資料と調査範囲
北ほ

う
で
う
や
す
と
き
め
い
だ
ん
ろ
く

條
泰
時
明
断
録

南な
ん
そ
う
さ
と
み
は
っ
け
ん
で
ん

総
里
見
八
犬
伝

昔む
か
し
か
た
り
し
ち
や
の
く
ら

語
質
屋
庫

調
査
資
料

第
一
輯

巻
之
一

第
九
輯

巻
之
二
七

第
八
輯

巻
之
二

第
四
輯

巻
之
三

巻
之
一

調
査
巻

明
断
録

八
犬
伝
③

八
犬
伝
②

八
犬
伝
①

質
屋
庫

略
称

第
一
回

一
丁
オ
～

一
二
丁
オ
L
2

第
一
四
二
回

一
丁
オ
～

一
四
丁
オ

第
七
六
回

一
丁
オ
～

一
二
丁
オ

第
三
五
回

一
丁
オ
～

一
七
丁
オ

第
二

一
三
丁
ウ
～

二
六
丁
ウ

調
査
範
囲

松し
よ
う
て
い
き
ん
す
い

亭
金
水

曲き
ょ
く
て
い
ば
き
ん

亭
馬
琴

著
者

不
明

白
馬
台
音
成

谷
金
川

千
形
仲
道

○
嶋
岡
節
亭

鈴
木
武
筍

筆
耕

不
明

森
田
甲

横
田
守

中
村
喜
作

山
崎

庄
九
郎

彫
り
師

河
内
屋

佐
助

丁
子
屋

平
兵
衛

丁
子
屋

平
兵
衛

山
崎
平
八

河
内
屋

太
助

板
元

稿
了
年
・
発
行
年
不
明

弘
化
四〈
一
八
四
七
〉年
序

天
保
九〈
一
八
三
九
〉年
五
月

天
保
一
〇〈
一
八
四
〇
〉年
正
月

天
保
二〈
一
八
三
二
〉年
一
二
月

天
保
三〈
一
八
三
三
〉年
五
月

文
政
三〈
一
八
二
〇
〉年
六
月

文
政
三〈
一
八
二
〇
〉年
一
一
月

文
化
七〈
一
八
一
一
〉年
七
月

文
化
七〈
一
八
一
一
〉年
一
一
月

稿
了
年
・
発
行
年
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台
音
成
筆
耕
の
第
九
輯
巻
之
二
十
七
（
八
犬
伝
③
）
で
あ
る（
（1
（

。
ま
た
、
や
は

り
稿
本
と
板
本
が
残
存
す
る
資
料
と
し
て
、
松
亭
金
水（
（1
（

の
読
本
『
北
條
泰
時

明
断
録
』
を
調
査
資
料
に
含
め
た
（
以
下
、
資
料
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
略
称
で

表
す
）。
以
上
の
計
五
本
の
資
料
と
調
査
範
囲
（
小
説
一
章
節
分
）
の
詳
細
は

表
1
に
示
し
た
。

明
断
録
の
筆
耕
は
不
明
だ
が
、
稿
本
で
は
〈
ア
〉
の
仮
名
字
体
の
大
半
に

使
用
さ
れ
る
【
𛀄
】（〈
ア
〉
36
例
中
32
例
）
が
、
板
本
で
は
す
べ
て
【
あ
】

（〈
ア
〉
36
例
中
36
例
）
に
書
き
換
え
ら
れ
る
な
ど
の
違
い
が
あ
る
。
稿
本
か

ら
板
本
へ
清
書
の
過
程
が
あ
っ
た
と
判
断
し
、
五
名
の
筆
耕
に
よ
る
清
書
の

あ
り
方
か
ら
、
行
末
に
お
け
る
漢
字
及
び
仮
名
字
体
の
用
字
を
検
討
し
た
。

四
・
行
末
と
語
と
語
の
切
れ
目
の
一
致
率

ま
ず
調
査
範
囲
内
の
行
末
と
語
と
語
の
切
れ
目
（
一
音
節
語
・
語
末
）
が

一
致
す
る
割
合
に
つ
い
て
述
べ
る
。

表
2
は
、
各
資
料
の
調
査
範
囲
に
お
け
る
行
末
に
、
語
と
語
の
切
れ
目
に

あ
た
る
一
音
節
語
・
語
末
が
一
致
し
て
い
る
数
と
、
語
中
で
行
移
り
し
て
い

る
数
を
、
総
行
数
に
対
す
る
割
合
と
と
も
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
い
ず
れ
の
資
料
に
お
い
て
も
、
一
音
節
語
・
語
末
と
行
末
の
一
致
率

は
平
均
七
六
・
四
四
％
と
語
中
で
行
移
り
す
る
行
を
上
回
る
。

た
だ
し
、
語
が
分
断
さ
れ
な
い
よ
う
文
字
を
選
ぶ
配
慮
は
、
主
に
平
仮
名

表
記
語
の
場
合
に
働
く
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
行
末
に
位
置
す
る
文
字
種
を
平
仮
名
と
漢
字
と
で
分
け
た
上
で
、

平
仮
名
表
記
の
場
合
に
一
音
節
語
・
語
末
及
び
語
中
で
行
移
り
す
る
数
が
ど

れ
ほ
ど
あ
る
の

か
を
確
認
し
た
。

そ
の
結
果
を
表

３-

１
【
稿

本
】、
表
３-

２

【
板
本
】
に
示

す
。
平
仮
名
表

記
語
の
語
中
で

行
移
り
す
る
割

合
は
、
全
て
の

資
料
に
お
い
て
一
〇
％
未
満
、
平
均
三
・
五
〇
％
に
あ
た
る
と
分
か
る
。

こ
の
平
仮
名
表
記
語
中
で
の
行
移
り
の
割
合
は
低
い
と
い
え
る
の
だ
ろ
う

か
。
仮
に
、
馬
琴
読
本
の
文
章
を
現
代
表
記
に
翻
刻
し
て
も
、
板
本
と
同
じ

位
置
で
行
移
り
す
る
な
ら
ば
、
割
合
も
表
3
と
同
様
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
現
代
の
組
版
な
ら
ど
の
よ
う
に
な
る
か
比
較
し
て
み
た
い
。
表
3
と

同
じ
条
件
で
岩
波
文
庫
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
八
犬
伝
①
②
③
と
同
じ
範

囲
（
（1
（

を
調
査
し
た
結
果
を
表
4
に
示
し
た
。
現
代
の
組
版
で
も
平
仮
名
表
記
語

中
で
の
行
移
り
の
割
合
は
低
い
が
九
・
九
六
～
一
五
・
四
七
％
、
平
均
一

二
・
七
八
％
と
い
う
数
値
は
、
読
本
の
稿
本
・
板
本
の
場
合
に
平
均
三
・
五

〇
％
と
い
う
数
値
の
有
意
差
を
表
す
。

表
３-
２
に
つ
い
て
い
え
ば
、
八
犬
伝
①
の
千
形
仲
道
は
八
・
〇
一
％
と

ほ
か
の
筆
耕
よ
り
も
平
仮
名
表
記
語
中
で
行
移
り
す
る
割
合
が
や
や
高
い
が
、

複
合
語
の
形
態
素
の
切
れ
目
で
の
行
移
り
の
例
を
差
し
引
く
と
、
五
・
一

表2　読本の行末と語の位置の関係
総行数 稿本 板本

質
屋
庫
稿252
板251

一音節語・語末
が行末と一致

206 224
81.75% 89.24%

語中が行末 46 25
18.25% 9.96%

八
犬
伝
①

312
一音節語・語末
が行末と一致

251 249
80.45% 79.87%

語中が行末 53 62
16.99% 19.87%

八
犬
伝
②

225
一音節語・語末
が行末と一致

159 139
70.67% 61.78%

語中が行末 63 84
28.00% 37.33%

八
犬
伝
③

271
一音節語・語末
が行末と一致

193 205
71.22% 75.65%

語中が行末 60 66
22.14% 24.35%

明
断
録

199
一音節語・語末
が行末と一致

153 153
76.88% 76.88%

語中が行末 43 43
21.60% 21.60%

*語の位置の分類は表３に基づいて算出
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表3-1【稿本】行末に位置する文字と語の位置 表3-2【板本】行末に位置する文字と語の位置
資
料 書き手 行末の文字 行末における語の位置とその数 備考

質
屋
庫

馬
琴

平仮名
166行

一音節語�
語末 計 154 自 一音節語 0

行
末
に
割
書
1
／

行
末
に
届
か
な
い
1

語末 38
割合 61.11%付 一音節語 82

語末 34
語中 計 12 自 語中 10（1）

割合 4.76% 付 語中 2
漢字
84行

一音節語�
語末 計 52 自 一音節語 1

語末 49
割合 20.63%付 一音節語 0

語末 3
語中 計 34 自 語中 32（5）

割合 13.49%付 語中 0

八
犬
伝
①

平仮名
214行

一音節語�
語末 計 199 自 一音節語 0 行

末
に
カ
タ
カ
ナ
1
／
行
末
に
届

か
な
い
1
／
判
読
不
可
能
6

語末 44
割合 63.78%付 一音節語 137

語末 18
語中 計 15 自 語中 13（8）

割合 4.81% 付 語中 2
漢字
90行

一音節語�
語末 計 52 自 一音節語 3

語末 43
割合 16.67%付 一音節語 3

語末 3
語中 計 38 自 語中 38（4）

割合 12.18%付 語中 0

八
犬
伝
②

平仮名
139行

一音節語�
語末 計 132 自 一音節語 2

行
末
に
届
か
な
い
3

語末 24
割合 58.67%付 一音節語 88

語末 18
語中 計 7 自 語中 4（1）

割合 3.11% 付 語中 3
漢字
83行

一音節語�
語末 計 27 自 一音節語 0

語末 27
割合 12.00%付 一音節語 0

語末 0
語中 計 56 自 語中 56（11）

割合 24.89%付 語中 0

八
犬
伝
③

平仮名
164行

一音節語�
語末 計 156 自 一音節語 0

判
読
不
可
能
17

語末 31
割合 57.56%付 一音節語 110

語末 15
語中 計 8 自 語中 2（1）

割合 3.00% 付 語中 6
漢字
89行

一音節語�
語末 計 37 自 一音節語 1

語末 36
割合 13.65%付 一音節語 0

語末 0
語中 計 52 自 語中 52（12）

割合 19.19%付 語中 0

明
断
録

金
水

平仮名
125行

一音節語�
語末 計 120 自 一音節語 0

行
末
に
届
か
な
い
3

語末 30
割合 60.30%付 一音節語 74

語末 16
語中 計 5 自 語中 3

割合 2.51% 付 語中 2
漢字
71行

一音節語�
語末 計 33 自 一音節語 0

語末 33
割合 16.58%付 一音節語 0

語末 0
語中 計 38 自 語中 38（4）

割合 19.10%付 語中 0

資
料 書き手 行末の文字 行末における語の位置とその数 備考

質
屋
庫

嶋
岡
節
亭

平仮名
169行

一音節語�
語末 計 166 自

一音節語 0

行
末
に
割
書
1
／�

行
末
に
届
か
な
い
1

語末 42
割合 66.14%付 一音節語 93

語末 31
語中 計 3 自 語中 3（3）

割合 1.20% 付 語中 0
漢字
80行

一音節語�
語末 計 58 自 一音節語 3

語末 51
割合 23.11%付 一音節語 1

語末 3
語中 計 22 自 語中 38（4）

割合 8.76% 付 語中 0

八
犬
伝
①

千
形
仲
道

平仮名
231行

一音節語�
語末 計 206 自

一音節語 0

行
末
に
カ
タ
カ
ナ
2
／�

行
末
に
届
か
な
い
1

語末 44
割合 66.03%付 一音節語 137

語末 25
語中 計 25 自 語中 22（9）

割合 8.01% 付 語中 3
漢字
78行

一音節語�
語末 計 43 自 一音節語 1

語末 38
割合 14.78%付 一音節語 0

語末 4
語中 計 37 自 語中 37（2）

割合 11.78%付 語中 0

八
犬
伝
②

谷
金
川

平仮名
113行

一音節語�
語末 計 105 自 一音節語 2

行
末
に
届
か
な
い
1

語末 24
割合 46.67%付 一音節語 88

語末 18
語中 計 8 自 語中 4（1）

割合 3.56% 付 語中 4
漢字
111行

一音節語�
語末 計 34 自 一音節語 4

語末 29
割合 15.11%付 一音節語 0

語末 4
語中 計 77 自 語中 77（8）

割合 34.22%付 語中 0

八
犬
伝
③

白
馬
台
音
成

平仮名
172行

一音節語�
語末 計 168 自

一音節語 0
語末 32

割合 61.99%付 一音節語 104
語末 32

語中 計 4 自 語中 2（1）
割合 1.48% 付 語中 2

漢字
99行

一音節語�
語末 計 37 自 一音節語 0

語末 37
割合 13.65%付 一音節語 0

語末 0
語中 計 62 自 語中 62（11）

割合 22.88%付 語中 0

明
断
録

不
明

平仮名
120行

一音節語�
語末 計 115 自

一音節語 0

行
末
に
届
か
な
い
3

語末 35
割合 57.79%付 一音節語 62

語末 18
語中 計 5 自 語中 3

割合 2.51% 付 語中 2
漢字
76行

一音節語�
語末 計 38 自 一音節語 0

語末 37
割合 19.10%付 一音節語 1

語末 0
語中 計 38 自 語中 38（6）

割合 19.10%付 語中 0

表3-1、3-2凡例
*平仮名の合字は「平仮名」に含めた。
*畳字は、くの字点や踊り字は「平仮名」、漢字の畳字は「漢字」に分類した。
*八犬伝①のカタカナは、助数詞「五ツ」（語末、稿本・板本）、「なンど」（語中、稿本）である。
*単語は、古典文法の品詞分解に基づいて分けた。その上で、行末における語の位置を分類した。
*「自」は自立語、「付」は付属語を表す。
*「一音節語」には、一音節の名詞や助詞のほか、活用語も含まれる。
*漢字熟語以外の「自立語　語中」複合語の意味の切れ目が行末に位置している用例数を（　）内に示した。
*接尾辞についてはその派生語を一語と見なして語における位置を認定した。
*�助動詞が接続する活用語について、「あらず」など文節単位がひとまとまりとして捉えられるものもあるが、活用語尾と助動詞
の切れ目で行移りしている場合は活用語尾を「語末」と見なした。
*�漢字が行末に位置する場合の「自立語　語中」には、漢字熟語、漢字で表記された和語の語中、漢語サ変動詞などを含み、漢字＋
ひらがなの複合語の漢字が行末に位置している場合も該当する。
*割合は、いずれも総行数に対するものである。
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三
％
ま
で
下
が
る
。
ま
た
、
筆
耕
の
中
で
も
、
特
に
質
屋
庫
の
嶋
岡
節
亭
は

一
・
二
〇
％
と
平
仮
名
表
記
語
中
で
の
行
移
り
が
少
な
い（
（1
（

。

以
上
、
ま
ず
は
稿
本
・
板
本
と
も
ど
も
、
行
末
に
お
い
て
語
の
切
れ
目
を

意
識
し
た
表
記
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
馬
琴
自
筆
稿
本

で
平
仮
名
表
記
語
中
で
の
行
移
り
が
三
～
四
％
で
あ
る
こ
と
と
対
照
的
に
、

筆
耕
に
お
い
て
は
、
平
仮
名
表
記
語
中
で
の
行
移
り
の
割
合
に
バ
ラ
つ
き
が

あ
る
。
次
節
で
は
筆
耕
が
稿
本
の
漢
字
及
び
平
仮
名
を
書
き
換
え
て
い
る
行

末
に
お
け
る
用
例
か
ら
、
語
を
行
末
ま
で
に
収
め
る
用
字
に
つ
い
て
述
べ
る
。

五
・
行
末
に
お
け
る
用
字

こ
こ
で
は
稿
本
か
ら
書
き
換
え
が
生
じ
て
い
る
板
本
の
行

末
の
語
の
表
記
に
注
目
し
、
筆
耕
の
用
字
に
つ
い
て
述
べ
る
。

そ
も
そ
も
、
稿
本
か
ら
板
本
の
表
記
へ
の
清
書
で
は
、

行
移
り
の
位
置
が
ず
れ
る
の
が
常
態
で
あ
っ
た
。
表
5
に
、

稿
本
と
板
本
と
で
行
末
の
位
置
が
一
致
す
る
数
と
そ
の
割

合
を
示
し
た
。
割
合
に
は
六
・
二
二
～
二
九
・
六
四
％
と

幅
が
あ
る
も
の
の
、
大
勢
の
行
は
位
置
が
ず
れ
る
こ
と
が

分
か
る
。
稿
本
に
は
語
や
文
の
挿
入
指
示
が
あ
り
、
筆
耕

は
そ
れ
に
応
じ
つ
つ
清
書
を
行
う
。
そ
の
た
め
、
稿
本
で

行
中
に
あ
っ
た
言
葉
が
清
書
で
行
末
に
移
る
こ
と
は
、
頻

繁
に
生
じ
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
清
書
中
に
、
語
を
行
末
ま
で
に
書
き
入
れ
る
た
め

の
用
字
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
一
・
漢
字
と
平
仮
名
の

書
き
換
え
、
二
・
振
り
仮
名
と
本
行
の
平
仮
名
の
構
成
変
更
、
三
・
仮
名
字

体
の
書
き
換
え
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

五
・
一
・
漢
字
と
平
仮
名
の
書
き
換
え

漢
字
と
平
仮
名
で
の
書
き
換
え
は
、
漢
字
を
平
仮
名
に
開
く
、
或
は
平
仮

名
の
語
を
漢
字
に
改
め
る
こ
と
で
、
文
字
数
を
増
減
さ
せ
る
表
記
で
あ
る
。

各
資
料
の
用
例
数
と
、
語
が
分
断
さ
れ
る
の
を
回
避
し
た
と
考
え
ら
れ
る

行
末
及
び
行
末
近
く
に
お
け
る
用
例
数
を
表
6
に
示
す
。

表4　岩波文庫の八犬伝における語と行末の関係
資
料

行末の
文字 行末における語の位置とその数 備考

八
犬
伝
①

平仮名
170行

一音節語�
語末 計 127 自立語 一音節語 2 総

行
数
278
／
行
末
に
カ
タ
カ
ナ
2

／
行
末
に
届
か
な
い
6

語末 42
割合 45.68% 付属語 一音節語 69

語末 14
語中 計 43 自立語 語中 37（2）

割合 15.47% 付属語 語中 6
漢字
100行

一音節語�
語末 計 57 自立語 一音節語 3

語末 54
割合 20.50% 付属語 一音節語 0

語末 0
語中 計 43 自立語 語中 43（4）

割合 15.47% 付属語 語中 0

八
犬
伝
②

平仮名
140行

一音節語�
語末 計 109 自立語 一音節語 3 総

行
数
240
／
行
末
に
届
か
な
い
4

語末 39
割合 45.42% 付属語 一音節語 50

語末 17
語中 計 31 自立語 語中 15（2）

割合 12.92% 付属語 語中 16
漢字
96行

一音節語�
語末 計 49 自立語 一音節語 2

語末 47
割合 20.42% 付属語 一音節語 0

語末 0
語中 計 47 自立語 語中 47（5）

割合 19.58% 付属語 語中 0

八
犬
伝
③

平仮名
158行

一音節語�
語末 計 130 自立語 一音節語 0

総
行
数
281
／
記
号
1
／

行
末
に
届
か
な
い
12

語末 34
割合 46.26% 付属語 一音節語 78

語末 18
語中 計 28 自立語 語中 13（1）

割合 9.96% 付属語 語中 15
漢字
109行

一音節語�
語末 計 48 自立語 一音節語 5

語末 42
割合 17.08% 付属語 一音節語 0

語末 1
語中 計 61 自立語 語中 61（7）

割合 21.71% 付属語 語中 0
＊凡例は表３に同じ。
＊「記号」は割書を表す〔　〕の閉じる括弧のこと。

表5　行総数と稿本と板本での行末の一致
質 八① 八② 八③ 明

稿本 総行数　 252 312 225 271 199

行末一致 22
8.73%

36
11.53%

14
6.22%

42
15.49%

59
29.64%

板本 総行数　 251 312 225 271 199
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表
6
①
②
の
「
草
書
体
漢

字
」
は
、「
也
」「
事
」「
思
」

「
共
」
な
ど
を
簡
略
化
し
た
漢

字
字
体
で
あ
る（
図
2
）。
振
り

仮
名
は
つ
か
ず
、
濁
点
が
つ
く

こ
と
も
あ
る（
図
2「
共
」）。
黄

表
紙
の
よ
う
な
平
仮
名
文
に
も

使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
平
易

な
漢
字
字
体
で
あ
り
、
楷
書
体

漢
字
・
振
り
仮
名
が
つ
い
て
い

る
草
書
体
漢
字
と
は
質
が
異
な

る
と
判
断
し
、
区
別
し
て
い
る
。

表
6
を
一
見
し
て
、
全
体
の
用
例
数
及
び
行
末
の
用
例
数
と
も
に
、
筆
耕
ご

と
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
と
分
か
る
。
例
え
ば
質
屋
庫
の
嶋
岡
節
亭
は
全
体
と

し
て
も
行
末
に
お
い
て
も
用
例
数
が
多
く
、
八
犬
伝
②
の
谷
金
川
に
行
末
で

の
用
例
は
な
い
。
具
体
的
な
用
例
を
次
に
挙
げ
る
。

　

①
【
稿
】
草
書
体
漢
字
→
【
板
】
平
仮
名
表
記

　

質
屋
庫

⑴
十
六
丁
ウ
L7　

こ
れ
也
。
同ど

う

書𛁈
よ　

→
L3　

こ
𛄀
𛂂
り
。
｜
同ど

う

書𛁈
よ

⑵
廿
二
丁
オ
L5　

𛁈
𛃰
ぬ

の
也
。
→
L4　

𛁈
𛃰
ぬ

の
𛂂
り
。
｜

⑶
廿
四
丁
オ
L1　

自
業ご

う

自
得と

く

也
。
→
廿
三
丁
ウ
L10　

 

自
業ご

う

自
得と

く

𛂂
り
。｜

　

八
犬
伝
①

⑷
八
丁
オ
L3　
　

孝こ
う
𛁅士

也
。
𛄋
　
　

→
L2　

孝こ
う
𛁅士

な
𛃶
。
｜
𛄋

⑸
十
四
丁
オ
L5　

逗と
う

畄り
う

也
。
縦

た
と
ひ
𛂦
𛃰
か
𛃰

同
胞　

→
L5　

逗と
う
り
う畄

𛂂
り
。
縦

𛁠
と
ひ

｜
同
胞

　

八
犬
伝
③

⑹
四
丁
ウ
L8　
　

樵せ
う
ろ
く六

也
。
→
L8　

樵せ
う
ろ
く六

𛂂
り
。
｜

　

②
【
稿
】
平
仮
名
→
【
板
】
草
書
体
漢
字

　

質
屋
庫

⑺
十
五
丁
ウ
L9　

別べ
つ

｜
号ご

う

𛂂
り
。
為𛁠

め
よ
𛁅義　

→
L6　

別べ
つ
ご
う号

也
。
｜
為𛁠

め
よ
𛁅義

⑻
十
五
丁
ウ
L11　

造つ
く
らせ

𛃰
る
。
｜
最さ

い
𛁈
よ
う

上
の
大𛁠

ち刀
𛂂
り
𛀳
れ

。

　
　
　
　

→
L9　

造つ
く

𛃰
せ
ら
𛃻
。
最

さ
い
𛁈
よ
う

上
の
大𛁠

ち刀
也
｜
け
𛄀

。

⑼
廿
一
丁
オ
L5　

謀
り
｜
給
ふ
と
も
。
終つ

ひ

𛂌

→
廿
一
丁
ウ
L3　

謀
り
給
ふ
共
。
終つ

ひ

𛂋
｜

　

八
犬
伝
①

⑽
三
丁
ウ
L10　
　

恨う
𛃰

𛃉
な
り
。
→
L10　

恨う
𛃰

𛃉
也
。
｜

⑾
十
二
丁
ウ
L5　

𛀸
ゝ
ろ
を
得え

𛁠
れ
ど
も
。

　
　
　
　

→
L5　

𛀸
ゝ
ろ
𛄚
得え

𛁠
れ
共
゛
。
｜

⑿
十
四
丁
オ
L2　

宿や
ど
𛀚借

る
と
も
。
→
L1　

宿や
ど
𛀚借

る
共
。
｜

　

③
【
稿
】
平
仮
名
→
【
板
】
振
り
仮
名
つ
き
の
草
書
・
楷
書
体
漢
字

　

質
屋
庫

⒀
十
七
丁
ウ
L7　

𛂦

｜
め　

→
L6　
初𛂦

　
め｜

⒁
廿
一
丁
ウ
L2　

ふ
𛀚
く　

→
廿
一
丁
オ
L11　

深ふ
𛀚

く
｜

⒂
廿
二
丁
ウ
L11　

こ
の
時と

き

宗む
ね　

→
L9　

此こ
の
と
き
む
𛂔

時
宗
｜

　

明
断
録

⒃
五
丁
オ
L8　

う
ち
鳴
𛁅
て　

→
L8　

打う
ち

｜
鳴
𛁅
て

　

④
【
稿
】
振
り
仮
名
つ
き
の
楷
書
体
漢
字
→
【
板
】
平
仮
名

�図2
八犬伝①より

表6　漢字と平仮名での書き換え
質 八① 八② 八③ 明

漢字と平仮名での書き換え 全
体
行
末
全
体
行
末
全
体
行
末
全
体
行
末
全
体
行
末

①【稿】草書体漢字→【板】平仮名 9 3 4 2 3 0 1 1 0 0
②【稿】平仮名→【板】草書体漢字 10 3 7 3 2 0 1 0 1 0
③【稿】平仮名�
→【板】振り仮名つきの草書・楷書体漢字 4 3 0 0 0 0 1 0 2 1

④【稿】振り仮名つきの楷書体漢字�
→【板】平仮名 3 1 2 0 0 0 2 1 1 1

⑤【稿】振り仮名つきの草書体漢字
→【板】平仮名 8 0 0 0 0 0 0 0 1 1

合計/行末合計 34 10 13 5 5 0 5 2 5 3
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質
屋
庫

⒄
十
四
丁
ウ
L5　

こ
の
比こ

ろ
よ
り
み
つ

頼
光　

→
L2　

𛀸
の
こ
ろ
｜
頼よ

り
𛃉
つ光

　

八
犬
伝
③

⒅
十
二
丁
オ
L1　

那𛀚
の
ぎ義
を
以も

て

せ
𛁅
𛀚

。→
L1　

那𛀚
の
ぎ義
を

て
｜
せ
𛁅
𛀚

　

明
断
録

⒆
一
丁
ウ
L6　

因よ
つ

て
。
→
L6　

よ
𛁩
て
。
｜　

　

⑤
【
稿
】
振
り
仮
名
つ
き
の
草
書
体
漢
字
→
【
板
】
平
仮
名

　

明
断
録

⒇
十
丁
オ
L9　

是こ
れ

も　

→
L9　

こ
れ
も
｜

②
の
草
書
体
漢
字
に
は
文
末
の
指
定
辞
ナ
リ
の
書
き
換
え
が
目
立
つ
。
質

屋
庫
の
用
例
⑻
に
注
目
す
る
と
、
通
常
、
助
動
詞
が
下
接
す
る
連
用
形
の
ナ

リ
は
平
仮
名
表
記
で
書
か
れ
る
（
例
：
十
六
丁
オ
L3
「
お
な
じ
よ
う
に
な
り

に
け
れ
は
」）
が
「
大た

ち刀
也
｜
け
れ
ば
。」
と
漢
字
表
記
に
さ
れ
て
い
る
。「
な

｜
り
」
の
よ
う
に
語
が
分
断
さ
れ
る
の
を
回
避
し
て
行
末
で
は
漢
字
表
記
に

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
の
漢
字
表
記
に
関
し
て
は
、
質
屋
庫
の
用
例
⒀
「
初は
じ
め」、

明
断
録
の
用
例

⒃
「
打う
ち

｜
鳴な
ら

し
て
」（
複
合
動
詞
）
の
「
は
じ
め
」「
う
ち
」
の
平
仮
名
表
記
が
、

調
査
範
囲
内
の
行
中
（
質
屋
庫
廿
二
丁
オ
、
明
断
録
五
丁
オ
）
に
確
認
で
き

る
。
ほ
か
の
用
例
に
お
い
て
も
、平
仮
名
表
記
、漢
字
表
記
の
両
方
が
本
文
中

に
表
れ
る（
（1
（

。
右
に
挙
げ
た
用
例
が
行
末
近
く
で
書
き
換
え
の
生
じ
て
い
る
例

で
あ
る
こ
と
に
は
、や
は
り
語
を
収
め
る
た
め
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な

お
、
八
犬
伝
③
の
⒅
は
語
よ
り
も
大
き
い
区
切
り
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

五
・
二
・
振
り
仮
名
と
本
行
の
平
仮
名
の
構
成

変
更振

り
仮
名
と
本
行
の
平
仮
名
と
の
構
成
変
更

は
、「
定さ
だ
め
て
」
を
「
定さ
だ
めて
」
と
す
る
よ
う
な
書

き
換
え
に
よ
り
、
本
行
の
文
字
数
を
増
減
さ
せ

る
表
記
で
あ
る
。
用
例
の
全
体
数
と
行
末
ま
で

に
語
を
収
め
た
と
考
え
ら
れ
る
用
例
数
を
表
7

に
挙
げ
る
。
語
を
収
め
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る

用
例
は
質
屋
庫
、
明
断
録
に
の
み
確
認
で
き
た
。

具
体
的
な
例
を
次
に
挙
げ
る
。

　

①�

【
稿
】
本
行
の
送
り
仮
名
→
【
板
】
振
り

仮
名
に
組
み
込
む

　

質
屋
庫

㉑
十
三
丁
ウ
L1　

｜
出い

づ
。
→
十
三
丁
オ
L11　

出い
づ

。
｜

㉒
十
三
丁
ウ
L3　

銅ど
う
𛀚
𛂔
つ
く

金
造
り　

→
L1　

銅
ど
う
𛀚
𛂔
つ
く
り

金
造
｜

㉓
十
四
丁
オ
L11　

切き

𛃰
せ
𛁳　

→
L8　

切き
𛃰

せ
て
｜

㉔
十
五
丁
オ
L1　

進𛃄
ゐ

𛃰
𛁅
𛁠
り　

→
十
四
丁
ウ
L9　

進
𛃄
ゐ
𛃰

｜
𛁈
𛁠
り

㉕
二
十
丁
ウ
L2　

圖
𛃰
　

→
十
九
丁
オ
L10　

圖
𛂦
𛀚
ら

｜

㉖
廿
二
丁
ウ
L8　

竛さ
そ
𛃰𥩵

ひ
あ
𛃻
く　

→
L6　

竛さ
そ
𛃰
ひ𥩵

｜
あ
𛃻
く

　

明
断
録

㉗
一
丁
ウ
L10　

｜
思
𛁅
召め

𛁅
𛁠
ち立　

→
L10　

思
し｜

召め
𛁅
𛁠
ち立

㉘
四
丁
ウ
L10　

貧ま
づ

｜
𛁈
く
し
て
。
→
L10　

貧ま
づ
𛁅く

｜
𛁈
て
。

㉙
七
丁
オ
L9　

問と

ふ
に
。
｜
→
L9　

問と
ふ

𛂋
。
｜

表7　振り仮名と本行の平仮名との構成変更
質 八① 八② 八③ 明

振り仮名と本行の平仮名との構成変更全体
行
末
全
体
行
末
全
体
行
末
全
体
行
末
全
体
行
末

①【稿】本行の送り仮名
→【板】振り仮名に組み込む 13 6 1 0 1 0 2 0 10 4

②【稿】振り仮名につく活用語尾
→【板】本行に組み込む 8 2 2 0 1 0 5 0 7 3

③【稿】本行の助詞
→【板】振り仮名に組み込む 2 0 0 0 1 0 0 0 1 0

④【稿】振り仮名につく助詞
→【板】本行に組み込む 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

合計/行末合計 24 8 3 0 4 0 7 0 18 7
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㉚
十
丁
ウ
L2　

｜
平𛁠

ひ

ら
𛀚
𛂂
𛃰
　

→
L1　

平
𛁠
ひ
𛃰

𛀚
𛂂
𛃰

｜

　

②
【
稿
】
振
り
仮
名
に
つ
く
活
用
語
尾
→
【
板
】
本
行
に
組
み
込
む

　

質
屋
庫

㉛
十
三
丁
ウ
L5　

問と
𛂞

ね
ど
名
を　

→
L3　

問と

𛂞
ね
ど
｜
名
を

㉜
十
五
丁
ウ
L1　

撃う
𛁪

𛁠
り
𛀳
𛃻
。
そ
の
ゝ
ち

→
十
五
丁
オ
L8　

撃う

ち
た
り
𛀳
𛃻
。
｜
そ
の
ゝ
ち

　

明
断
録

㉝
三
丁
オ
L1　

始
めと

𛁅
｜
て　

→
L1　

始
め
｜
と
𛁅
て
。

㉞
八
丁
オ
L7　

見𛃉
さ

定　
め

｜

𛁠
𛀪　

→
L7　

見𛃉
さ

定
め
｜
が
𛁠
𛀪

㉟
八
丁
ウ
L8　

障
さ
𛂞
り

𛀄
る
｜　

→
L8　

障さ
𛂞

り
あ
る
｜

明
断
録
㉙
㉚
、
質
屋
庫
㉛
の
用
例
は
、
語
よ
り
も
大
き
い
単
位
で
の
行
移

り
を
回
避
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
①
に
該
当
す
る
質
屋
庫
㉔
は
、
語
中

で
の
行
移
り
を
回
避
で
き
な
か
っ
た
例
で
あ
る
。

①
の
明
断
録
の
用
例
㉗
「
思
お
ぼ
し
め
し
た
ち

召
立
」、
②
の
用
例
㉝
「
始は
じ

め
」、
㉞
「
見み

定さ
だ

め
」
は
、
他
の
箇
所
に
「
思
お
ぼ
し
め
し

召
」（
一
丁
ウ
）「
始は
じ

め
」（
三
丁
オ
）「
定さ
だ

｜
め

て
」（
十
丁
ウ
）
と
稿
本
の
時
点
で
活
用
語
尾
が
振
り
仮
名
に
つ
け
ら
れ
た

例
、
送
り
仮
名
に
な
っ
て
い
る
例
が
存
す
る
。
②
の
質
屋
庫
の
用
例
㉜
「
撃う

ち
た
り
け
る
」
の
「
撃
つ
」
に
は
、
本
文
行
中
に
「
撃う
た

ん
」（
十
五
丁
オ
）
と

活
用
語
尾
を
送
ら
な
い
例
も
あ
る
。
明
断
録
の
筆
耕
の
場
合
は
、
表
記
を
揃

え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
書
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
語

と
語
の
切
れ
目
が
行
移
り
と
一
致
す
る
例
で
あ
る
。

五
・
三
・
仮
名
字
体
の
書
き
換
え

行
末
及
び
行
末
近
く
で
、
字
高
の
高
い
仮
名
字
体
に
書
き
換
え
て
、
行
末

ま
で
の
表
記
余
白
を
埋
め
た
と
考
え
ら
れ
る
場
合
（
図
1
の
よ
う
な
例
が
該

当
す
る
）
と
、
書
く
ス
ペ
ー
ス
を
省
略
で
き
る
仮
名
字
体
を
使
用
し
て
語
を

行
末
ま
で
に
区
切
り
よ
く
収
め
た
と
考
え
ら
れ
る
例
を
挙
げ
る
。

表
記
余
白
の
広
さ
・
狭
さ
、
そ
れ
に
対
す
る
仮
名
字
体
の
字
高
や
ス
ペ
ー

ス
を
省
略
で
き
る
形
状
の
判
断
は
観
察
者
の
主
観
に
頼
る
こ
と
に
な
る（
（2
（

。
筆

耕
が
書
き
換
え
る
仮
名
字
体
を
取
り
上
げ
る
と
は
い
え
、
本
稿
で
も
板
本
の

匡
郭
の
下
辺
付
近
の
表
記
余
白
と
使
用
仮
名
字
体
の
相
関
性
の
判
断
は
稿
者

に
よ
る
。
そ
こ
で
、
次
の
五
点
に
当
て
は
ま
る
用
例
の
み
を
挙
げ
る
。

　

1
行
末
及
び
行
末
近
く
で
筆
耕
が
仮
名
字
体
を
書
き
換
え
て
い
る
こ
と

　

2�

本
文
中
で
通
常
使
用
し
て
い
る
仮
名
字
体
に
対
し
使
用
数
が
少
な
い

仮
名
字
体
に
書
き
換
え
て
い
る
こ
と

　

3�

本
文
中
で
通
常
使
用
し
て
い
る
仮
名
字
体
に
比
べ
、
字
高
が
高
い
・

書
く
ス
ペ
ー
ス
を
省
略
で
き
る
と
い
う
形
状
の
特
徴
を
有
す
る
こ
と

　

4�

本
文
中
で
通
常
使
用
し
て
い
る
仮
名
字
体
を
書
き
入
れ
る
と
行
末
ま

で
の
空
白
が
余
る
乃
至
は
狭
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

　

5
語
の
区
切
り
と
行
移
り
が
一
致
し
て
い
る
こ
と

　

①
字
高
の
高
い
仮
名
字
体
を
使
用
し
行
末
ま
で
の
余
白
を
埋
め
る

　

質
屋
庫

㊱
十
四
丁
オ
L1　

被𛀚
く

𛃻
と
い
へ
ど
も
。

→
十
三
丁
ウ
L9　

被か
く

𛃽
と
｜
い
へ
ど
も
。

㊲
十
五
丁
オ
L3　

得え

𛁠
り
𛀳
𛃻
。
→
十
四
丁
ウ
L11　

得え

𛁠
り
𛀳
𛃽
。
｜
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㊳
十
五
丁
オ
L11　

時と
𛀪
む
𛂔宗

𛂋　

→
L2　

時と
き
む
𛂔宗

𛂍
｜

㊴
十
七
丁
ウ
L5　

給
ひ
𛀳
𛃻
を
。
→
L3　

給
ひ
け
𛃽
を
。
｜

㊵
十
九
丁
オ
L4　

改𛀚
い
め
い名

𛁈
𛁠
𛃻
𛂋
や　

→
L2　

改𛀚
い
め
い名

𛁈
𛁠
𛃽
𛂋
や
｜

㊶
廿
一
丁
ウ
L1　

宿
𛁈
𛃥
く
𛁈
よ所

𛂌　

→
廿
一
丁
オ
L10　

宿
𛁈
𛃥
く
𛁈
よ所

𛂍
｜

㊷
廿
四
丁
オ
L2　

舌ぜ
つ
と
う頭

𛂌　

→　

廿
三
丁
ウ
L11　

舌ぜ
つ
と
う頭

𛂍
｜

㊸
廿
六
丁
オ
L3　

行ち

童ご

𛂌
。

…

→
廿
五
丁
ウ
L10 

行ち

童ご

𛂍
。
｜

㊹
廿
六
丁
オ
L6　
條

く
　
り

𛂌
。
→　

L2　
條

く
　
り

𛂍
。
｜

　

八
犬
伝
①

㊺
十
三
丁
オ
L3　

い
ふ
𛂞　

→
L3　

𛀆
ふ
𛂣
｜

㊻
十
三
丁
オ
L4　

在ゐ
ま

さ

と
も　

→
L4　

在ゐ
ま

さ

と
𛃙
｜

　

八
犬
伝
②

㊼
五
丁
ウ
L1　

瘥
お
こ
𛁠

𛃻　

→
五
丁
オ
L11　

瘥
お
こ
𛁠

𛃸
｜

　

明
断
録

㊽
三
丁
ウ
L1-2　

内う
ち

｜
へ
𛂞　

→
L1　

内う
ち

へ
𛂣
｜

　

②
ス
ペ
ー
ス
を
省
略
で
き
る
仮
名
字
体
を
使
用
し
行
末
ま
で
に
収
め
る

　

質
屋
庫

㊾
十
六
丁
オ
L7　

さ
も
𛂂
𛁅
。
→
L4　

さ
も
𛂂
し
。
｜

㊿
二
十
丁
ウ
L4　

所𛄌

ざ為
𛂂
𛃻
よ
𛁅　

→
L2　

所𛄌

ざ為
𛂂
𛃻
よ
し
｜

（51）
廿
三
丁
ウ
L5　

慰
𛂂
ぐ
さ
め

𛁠
𛁅
。
よ
く
〳
〵

　
　
　
　

→
L3　

慰
𛂂
ぐ
さ
め

𛁠
し
。
よ
く
〳
〵
｜

（52）
廿
三
丁
ウ
L6　

 

自
殺さ

つ

せ
𛁅　

→
L4　

 

自
殺さ

つ

せ
し
｜

（53）
廿
四
丁
オ
L6　

い
𛀚
𛂋
｜

𛁅
𛁳　

→
L4　

い
𛀚
𛂋
も
し
て
。
｜

（54）
廿
四
丁
オ
L8　

梟
き
や
う
𛁅
𛃥
首
せ
ら
れ
𛁅
也
。　

→
L5　

梟
き
𛃝
う
𛁅
𛃥
首
せ
ら
𛄀
し
｜
𛂂
り
。

（55）
廿
六
丁
ウ
L6　

九こ
ゝ
の
つ歳

𛂂
𛃻
べ
𛁅
。
→
L2　

九こ
ゝ
の
つ歳

𛂂
𛃻
べ
し
。
｜

現
在
の
フ
ォ
ン
ト
で
は
仮
名
字
体
が
一
文
字
ず
つ
均
一
な
大
き
さ
に
表
示
さ

れ
用
例
が
分
か
り
づ
ら
い
た
め
、【
し
】の
形
状
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
。【
し
】

は
前
の
文
字
の
左
横
か
ら
起
筆
し
、
前
の
文
字
を
囲
む
よ
う
に
書
く
こ
と
の
で

き
る
仮
名
字
体
で
あ
る
（
図
3
）。
一
文
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
と
る
【
𛁅
】
よ
り

も
実
質
的
に
は
書
く
ス
ペ
ー
ス
を
省
略
で
き
る（
（2
（

。

さ
て
、
以
上
の
用
例
の
仮
名
に
お
け
る
字
体

ご
と
の
使
用
数
と
稿
本
と
板
本
に
お
け
る
全
体

的
な
書
き
換
え
の
数
を
表
8
に
示
し
た
（
（2
（

。
行
末

に
特
別
書
き
換
え
て
使
用
し
て
い
る
仮
名
字
体

は
、
質
屋
庫
の【
𛂍
】（
（2
（

、
行
末
近
く
に
使
用
さ
れ

る
【
𛃽
】
の
み
と
い
え
る
。

以
上
、
行
末
に
お
け
る
用
字
を
確
認
し
た
。

漢
字
と
平
仮
名
に
よ
る
書
き
換
え
、
振
り
仮
名

図3  質屋庫より
（画像元は図1に同じ）

表8　行末における仮名字体の書き換え
稿
本

板
本 数 行頭中

―行頭中
行末�
→行中

行中�
→行末

行末
―行末

質
屋
庫

シ

𛁅―𛁅 177 164 5 8 0
𛁈―𛁈 53 53 0 0 0
し―し 10 9 0 1 0
𛁅→し 31 23 3 5 0
し→𛁅 8 8 0 0 0
𛁈→し 1 1 0 0 0
𛁈→𛁅 3 3 0 0 0
𛁅→𛁈 1 1 0 0 0

ニ

𛂌―𛂌 95 86 5 3 1
𛂋―𛂋 53 52 1 1 0
𛂌→𛂋 121 106 10 3 2
𛂋→𛂌 9 8 0 1 0
𛂌→𛂍 4 0 0 4 0
𛂋→𛂍 1 0 0 1 0
𛂍→𛂋 1 0 1 0 0
𛂌→𛂇 1 0 0 1 0

ル

る―る 16 15 1 0 0
𛃻―𛃻 138 130 3 5 0
𛃸→𛃻 10 10 0 0 0
𛃸→る 6 6 0 0 0
𛃻→𛃽 5 4 0 1 0
る→𛃻 5 4 1 0 0
𛃻→る 2 2 0 0 0
𛃸→𛃽 1 1 0 0 0

八
犬
伝
①

ハ

𛂦―𛂦 34 33 0 0 1
𛂞―𛂞 387 346 17 24 0
𛂣―𛂣 4 3 0 0 1
𛂞→𛂣 36 27 2 7 0
𛂣→𛂞 9 6 3 0 0

モ
― 51 51 0 0 0

も―も 180 162 8 8 1
も→𛃙 5 3 0 2 0

八
犬
伝
②
ル

る―る 26 25 1 0 0
𛃻―𛃻 123 117 3 3 0
𛃸―𛃸 6 5 1 0 0
𛃻→る 7 7 0 0 0
𛃻→𛃸 3 2 0 1 0
𛃸→る 3 3 0 0 0
る→𛃻 2 2 0 0 0
る→𛃸 2 1 0 1 0

明
断
録
ハ

𛂦―𛂦 10 10 0 0 0
𛂞―𛂞 161 148 9 3 1
𛂣―𛂣 4 4 0 0 0
𛂣→𛂞 20 17 3 0 0
𛂞→𛂣 3 2 0 1 0

*�「―」は稿本と板本においてそのまま引き継が
れた仮名字体、「→」は稿本と板本とで書き換
えがあった仮名字体を表す。
*�板本の行末において書き換えられた仮名字体
の用例数に網掛けをした。
*�板本における仮名字体の使用数と行末における
書き換えの数が一致している箇所に網掛けをした。

22



と
本
行
の
平
仮
名
の
構
成
変
更
、
仮
名
字
体
の
書
き
換
え
は
、
総
じ
て
語

末
・
一
音
節
語
と
行
末
の
一
致
率
が
極
め
て
高
い
嶋
岡
節
亭
筆
耕
の
質
屋
庫

に
確
認
で
き
た
。
確
か
に
行
末
ま
で
に
語
を
収
め
る
用
字
は
行
わ
れ
て
い
た

と
い
え
る
。

し
か
し
、
書
き
換
え
は
行
末
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
行
中
の

用
例
数
に
対
し
て
少
な
い
。
行
末
に
の
み
特
別
な
用
字
を
行
っ
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
清
書
の
過
程
で
行
の
位
置
に
関
係
な
く
稿
本

の
表
記
を
よ
く
書
き
換
え
る
筆
耕
が
、
稿
本
の
表
記
の
ま
ま
で
は
匡
郭
ま
で

に
語
を
区
切
り
よ
く
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
際
に
、
行
末
に
お
い
て
表
記

を
書
き
換
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
と
稿
者
は
考
え
る
。

六
・
ま
と
め

以
上
、
馬
琴
読
本
を
中
心
と
し
た
稿
本
と
板
本
に
お
け
る
行
末
の
区
切
り

と
用
字
の
関
係
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
馬
琴
読
本
は
語
末
・

一
音
節
語
と
行
末
の
一
致
率
が
高
く
筆
耕
に
お
い
て
は
行
末
ま
で
に
語
を
収

め
る
用
字
を
行
う
こ
と
が
あ
る
と
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
用
字
と
し
て
、
行

末
及
び
行
末
近
く
で
、
漢
字
と
平
仮
名
の
書
き
換
え
、
振
り
仮
名
と
本
行
の

構
成
変
更
に
よ
り
、
文
字
を
増
減
さ
せ
て
調
整
す
る
こ
と
、
ま
た
、
余
白
に

合
わ
せ
て
仮
名
字
体
を
書
き
換
え
、
行
末
ま
で
に
語
を
収
め
た
と
考
え
ら
れ

る
例
も
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
は
中
世
の
漢
字
平
仮
名
混
じ
り
文
・
平
仮
名
文

の
写
本
に
お
け
る
表
記
と
の
連
続
性
も
窺
え
よ
う
が
、
資
料
の
体
裁
や
表
記

体
か
ら
し
て
同
一
視
し
て
は
扱
え
ず
、
近
世
後
期
の
板
本
の
一
特
色
と
し
て

捉
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

当
時
の
書
き
手
が
語
の
区
切
り
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
は
検
証
の

余
地
が
残
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
本
も
語
末
・
一
音
節
語
と
行
末
が
一
致
す

る
割
合
が
高
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
筆
耕
ご
と
に
行
末
に
お
け
る
用
字
の
個
人

差
が
見
受
け
ら
れ
、
行
末
と
区
切
り
を
合
わ
せ
る
配
慮
が
一
概
に
用
字
に
基

づ
く
と
は
い
え
な
い（
（2
（

。
し
か
し
、
行
移
り
と
区
切
り
に
注
意
を
払
っ
て
用
字

を
行
う
筆
耕
が
確
か
に
い
た
こ
と
は
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

注（1
）　

正
徹
本
徒
然
草
（
佐
々
木
二
〇
一
八
）、
野
ざ
ら
し
紀
行
の
天
理
本
・
画
巻

本
（
濱
一
九
九
九
）、
元
禄
一
五
年
板
『
お
く
の
ほ
そ
道
』、
寛
延
三
年
板
『
教

訓
私
儘
育
』（
木
越
一
九
九
三
、p.195

）、
噺
本
『
鹿
の
子
餅
』（
前
田
一
九
九

八
、p.195

）
に
指
摘
さ
れ
る
。
な
お
、
矢
野
（
二
〇
〇
一
）
で
草
双
紙
の
行

頭
と
自
立
語
頭
・
付
属
語
頭
の
一
致
率
が
高
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
2
）　

本
稿
で
は
、
字
母
の
異
な
る
仮
名
と
、
字
母
を
同
じ
く
し
て
画
数
・
く
ず
し

方
の
違
い
に
よ
っ
て
見
た
目
を
異
に
す
る
仮
名
を
区
別
し
、「
仮
名
字
体
」「
字

体
」と
呼
ぶ
。
ま
た
、
そ
の
仮
名
字
体
が
該
当
す
る
イ
ロ
ハ
四
十
七
に
ン
を
加

え
た
四
十
八
の
仮
名
を
、
抽
象
的
な
単
位
と
し
て
「
仮
名
」
と
呼
ぶ
。

（
3
）　

本
稿
で
は
書
き
手
が
意
識
的
に
文
字
を
使
用
す
る
こ
と
を
「
用
字
」
と
呼
ぶ
。

（
4
）　

小
松
（
二
〇
〇
六
）pp.126-127

で
は
、
高
野
切
の
第
一
種
・
第
二
種
に
そ

れ
ぞ
れ
2
例
ず
つ
あ
る
漢
字
表
記
の
「
花
」
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
行
末
に
あ

た
り
、
該
当
箇
所
の
行
末
に
平
仮
名
二
文
字
分
の
余
白
が
な
い
こ
と
か
ら
、
行

末
に
「
は
」
の
み
を
残
し
て
「
さ
く
ら
は
」
と
助
詞
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
し
ま

う
こ
と
を
避
け
、
漢
字
表
記
一
文
字
に
し
た
と
考
察
す
る
。
ま
た
、
定
家
筆
の

仮
名
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
行
末
に
三
文
字
分
の
余
白
が
な
け
れ
ば
「
は
か

り
」
と
せ
ず
「
許
」
と
漢
字
表
記
す
る
場
合
に
も
同
様
の
表
記
原
理
が
存
す
る

と
も
指
摘
す
る
。
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（
5
）　

以
下
、
抽
象
的
な
単
位
と
し
て
の
仮
名
は
カ
タ
カ
ナ
を
〈　

〉
に
入
れ
、
仮

名
字
体
は
【　

】
に
入
れ
て
示
す
。
字
母
は
《　

》
に
入
れ
て
示
す
。
仮
名
字

体
の
表
示
は
、U

nicode10.0

に
収
録
さ
れ
た
も
の
はIPA

m
j

明
朝
（
ⓒ
独
立

行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
）、
収
録
外
の
仮
名
字
体
は
学
術
情
報
交
換
用

変
体
仮
名
（https://kana.ninjal. ac.jp/

）
に
拠
る
。
な
お
、
今
回
、
使
用

位
置
に
つ
い
て
検
討
対
象
と
し
な
い
仮
名
字
体
、【

】【

】【

】【

】
は

【
く
】【
と
】【
も
】
に
包
摂
し
、【

】
は
【
𛃀
】、【

】
は
【
𛃻
】
に
代
用
し

て
表
示
し
た
。

（
6
）
本
稿
で
は
、
仮
名
字
体
の
形
状
に
関
し
て
縦
幅
の
こ
と
を
「
字
高
」
と
呼
ぶ
。

（
7
）
坂
口
（
一
九
八
三
）p.55

に
、
虎
明
本
狂
言
は
行
末
第
二
～
三
字
に
、【
す
】

【
𛂦
】（
通
常
【
𛁏
】【
𛂞
】）
が
使
用
さ
れ
る
例
も
挙
げ
ら
れ
る
。
噺
本
は
前
田

（
一
九
九
七
）pp.198-199

。
馬
琴
読
本
は
市
地
（
二
〇
一
五
・
二
〇
一
六
）
に

よ
る
。
弓
張
月
に
は
【
こ
】
が
主
用
さ
れ
る
中
で
【
𛀸
】
2
例
中
2
例
を
行
末

第
二
～
三
字
に
使
用
し
、行
末
ま
で
の
余
白
を
埋
め
た
と
考
え
ら
れ
る
例
が
あ

る
。

（
8
）
植
（
一
九
七
九
）p.4

に
よ
り
定
家
筆
本
の
【
𛂈
】【
𛂞
】【
𛂪
】【
𛃉
】、
坂
口

（
一
九
八
三
）p.55

に
よ
り
虎
明
本
狂
言
の
【
𛁈
】【
つ
】（
通
常
【
𛁅
】【
𛁭
】

【
𛁩
】）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
読
本
の
よ
う
な
整
版
印
刷
本
は
、
作
家
自
身
が
版
下
を
作
成
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
も
の
の
、
作
家
が
書
い
た
稿
本
を
筆
耕
が
清
書
し
て
版
下
を
作
成
し
、

彫
り
師
が
板
木
を
制
作
、作
家
の
校
正
を
経
つ
つ
印
刷
・
出
版
に
至
る
工
程
で

あ
っ
た
。

（
10
）
合
巻
を
対
象
と
し
た
内
田
（
一
九
九
八
）（
二
〇
〇
〇
）
が
あ
る
。

（
11
）
黄
表
紙
を
対
象
と
し
て
矢
野
（
一
九
九
七
）（
二
〇
〇
二
）、
人
情
本
を
対
象

と
し
て
木
川
（
二
〇
一
八
）
に
よ
る
仮
名
遣
い
の
調
査
が
あ
る
。

（
12
）
大
島
（
二
〇
〇
〇
）p.23·24

で
は
、
筆
耕
の
書
き
換
え
を
踏
ま
え
て
、
馬
琴

読
本
の
行
頭
に
は
【
𛁈
】【
𛃶
】
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
13
）
稿
本
は
巻
之
五
の
裏
表
紙
に
稿
了
年
月
日
や
「
筆
福
硯
壽
」「
大
吉
利
市
」
の

文
字
が
書
か
れ
た
、筆
耕
に
渡
し
た
最
終
稿
と
目
さ
れ
る
。
比
較
す
る
板
本
は
、

馬
琴
の
も
の
に
つ
い
て
は
初
版
本
相
当
と
さ
れ
て
い
る
本
と
し
た
。

（
14
）
質
屋
庫
は
巻
之
五
の
刊
記
に
嶋
岡
節
亭
・
鈴
木
武
筍
の
筆
耕
名
が
記
さ
れ
、

担
当
箇
所
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
全
巻
が
嶋
岡
節
亭
筆
の
『
常
夏
草
紙
』

（
文
化
七
年
）、
同
じ
く
鈴
木
武
筍
筆
の
『
松
染
情
史
秋
七
草
』（
文
化
六
年
）

の
書
風
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
質
屋
庫
巻
之
一
、
三
、
四
が
嶋
岡
節
亭
と
判
断
し

た
。

（
15
）
八
犬
伝
の
自
筆
稿
本
四
十
六
冊
分
が
残
る
中
で
、
筆
耕
谷
金
川
は
全
百
六
冊

に
の
ぼ
る
八
犬
伝
の
う
ち
六
十
冊
に
携
わ
っ
て
お
り
、彫
り
師
の
横
田
守
は
十

四
冊
を
担
当
す
る
。八
犬
伝
を
通
じ
て
最
も
担
当
箇
所
が
多
い
両
者
が
携
わ
る

第
八
輯
巻
之
二
を
選
ん
だ
。
こ
の
筆
耕
を
軸
と
し
、別
の
筆
耕
が
担
当
し
た
箇

所
と
し
て
比
較
可
能
な
九
輯
巻
之
二
十
七
、
四
輯
巻
之
三
を
選
択
し
た
。

（
16
）
松
亭
金
水
（
寛
政
九
〈
一
七
九
七
〉
年-

文
久
二
〈
一
八
六
三
〉
年
）
は
、
書

家
の
谷
金
川
の
弟
子
で
、
馬
琴
の
板
下
書
き
も
し
て
い
た
人
情
本
作
家
で
あ

る
。
馬
琴
の
死
後
、
読
本
『
朝
夷
嶋
巡
記
』
続
編
な
ど
を
執
筆
し
、
板
元
の
注

文
に
応
じ
た
執
筆
活
動
を
展
開
し
た
。（『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
三
巻
、

岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
、
武
藤
元
昭
氏
執
筆
項
目
）

（
17
）
岩
波
文
庫
一
九
九
〇
年
版
（
小
池
藤
五
郎
校
訂
、
一
九
八
四-

一
九
八
五
年

の
文
庫
化
）
に
よ
る
。
八
犬
伝
①
＝
『
南
総
里
見
八
犬
伝
（
二
）』pp.264-285

、

八
犬
伝
②
＝
『
同
（
四
）』pp.296-313

、
八
犬
伝
③
＝
『
同
（
八
）』pp.139-

158

。

（
18
）
質
屋
庫
板
本
の
語
中
に
お
け
る
行
移
り
の
用
例
は
「
信
じ
｜
が
た
し
」（
一
七

丁
オ
）「
敵
し
｜
が
た
し
」（
二
六
丁
オ
）「
ま
う
し
｜
き
つ
て
」（
二
一
丁
オ
）

と
い
ず
れ
も
複
合
語
の
形
態
素
の
切
れ
目
で
あ
る
。

（
19
）
質
屋
庫
の
用
例
（
14
）「
深ふ

か

く
」
は
、
平
仮
名
表
記
を
漢
字
表
記
に
改
め
る
例

が
調
査
範
囲
内
の
行
中
に
も
う
1
例
（
廿
三
丁
ウ
）
存
す
る
。
こ
れ
を
鑑
み
る

と
、
行
末
ゆ
え
に
書
き
換
え
た
用
例
と
し
て
疑
義
が
生
じ
る
が
、
巻
之
三
に
は

「
ふ
か
く
」
1
例
（
四
丁
ウ
）
を
稿
本
の
平
仮
名
表
記
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
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の
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、巻
之
一
の
調
査
範
囲
内
で
は
行
末
で
漢

字
表
記
に
改
め
た
用
例
に
合
わ
せ
て
漢
字
表
記
に
揃
え
、巻
之
三
は
書
き
換
え

が
発
生
し
な
か
っ
た
た
め
に
そ
の
ま
ま
を
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
20
）
坂
口
（
一
九
八
三
）
に
「
こ
の
表
記
余
白
に
関
わ
る
仮
名
の
用
法
は
、
い
さ

さ
か
微
妙
な
問
題
で
、
あ
る
い
は
筆
者
の
思
い
入
れ
も
あ
る
か
と
思
う
が
」

（p.55

）
と
あ
る
。

（
21
）
弓
張
月
の
行
末
の
〈
シ
〉
に
は
【
し
】
の
み
が
使
用
さ
れ
、
ス
ペ
ー
ス
を
省

略
し
た
と
考
え
ら
れ
る
例
も
あ
っ
た
。

（
22
）
各
資
料
の
調
査
範
囲
内
に
お
け
る
仮
名
字
体
の
種
類
数
等
の
基
礎
情
報
は
次

の
表
の
通
り
で
あ
る
。

明
断
録

八
犬
伝
③

八
犬
伝
②

八
犬
伝
①

質
屋
庫

七
九

七
九

八
三

九
五

八
三
稿
本

仮
名
字
体
の
種
類
数

七
三

七
三

八
四

九
三

八
一
板
本

七
一

七
〇

七
九

九
一

七
二

稿
本
と
板
本
間
で
一
致

す
る
仮
名
字
体
の
数

五
六
三

一
七
.
五
一
％

九
一
一

一
七
．
五
二
％

四
八
三

九
.
七
〇
％

七
二
〇

一
一
.
八
〇
％

六
四
二

一
五
.
七
六
％

稿
本
と
板
本
と
で
別
の

仮
名
字
体
に
な
る
数

三
二
一
五

五
二
〇
〇

四
九
八
一

六
一
〇
二

四
〇
七
三

対
照
可
能
総
数

（
23
）
行
末
に
《
耳
》
を
字
母
と
す
る
仮
名
字
体
が
使
用
さ
れ
る
傾
向
は
、『
お
く
の

ほ
そ
道
』『
教
訓
私
儘
育
』（
木
越
一
九
九
二
）、『
野
ざ
ら
し
紀
行
』（
濱
一
九

九
九
）、
月
氷
竒
縁
、
弓
張
月
（
市
地
二
〇
一
六
）
に
指
摘
さ
れ
る
。

（
24
）
平
仮
名
表
記
語
中
で
の
行
移
り
の
割
合
が
極
め
て
低
い
八
犬
伝
②
の
谷
金
川

は
、ほ
ぼ
行
末
で
区
切
り
を
合
わ
せ
る
用
字
を
行
っ
て
い
な
い
。
最
も
平
仮
名

表
記
語
中
で
の
行
移
り
が
多
か
っ
た
八
犬
伝
①
の
千
形
仲
道
も
行
末
で
漢
字

を
平
仮
名
に
開
く
こ
と
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、で
あ
る
。
谷
金
川
は
嶋
岡
節

亭
・
千
形
仲
道
ら
よ
り
一
文
字
一
文
字
の
書
体
が
平
板
で
あ
り
、字
詰
め
が
狭

い
。こ
う
し
た
書
体
・
字
詰
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
よ
っ
て
行
末
と
語
の
区
切
り
を

一
致
さ
せ
た
と
み
ら
れ
る
。
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